
荒川⽔系（埼⽟ブロック）流域治⽔協議会［第４回］

実施⽇︓令和４年３月１０⽇（木）１４︓３０〜１６︓００
場 所︓Web会議（新型コロナウィルス感染拡大の観点から、Web開催とした。）
出席者︓別紙のとおり

◆開催状況

◆協議会の内容
■規約変更
（構成員（埼⽟県農林部、埼⽟森林管理事務所、熊谷地方気象台、鉄道事業者３社）の追加）
■Ｒ３年度の取組状況の共有
■荒川⽔系（埼⽟ブロック）流域治⽔対策ガイドライン（案）とパンフレットの紹介
■事例等紹介（紹介いただいた一部を記載）
鴻巣市︓大規模災害時において重要な⾃助の推進のため、令和元年東⽇本台風後の市⺠のご意⾒を踏まえ、

防災⾏政無線の内容を屋内で聞くことができる防災ラジオの貸与を実施。
吉⾒町︓75の⾏政区全てに職員を派遣し、ハザードマップについて説明を実施。

令和元年東⽇本台風後、台風の被害がないのはいいことだが、当時の被害を忘れず、⾃助、共助、公助で、
⽣命と財産を守っていかなければならないと認識。

埼⽟森林管理事務所︓森林の有する⽔源涵養機能、洪⽔緩和機能を適切に発揮させるための、間伐等を実施。
各関係機関と連携して取り組みたい。

熊谷地方気象台︓事前放流や早期の避難判断に資するために、数⽇先の流域⾬量予測の精度向上等に取り組ん
でいる。洪⽔前や発災中の情報提供による被害軽減の面から、構成機関との連携を強化していきたい。

■荒川⽔系（埼⽟ブロック）流域治⽔プロジェクトとりまとめ（案）についての説明
■荒川⽔系（埼⽟ブロック）流域治⽔に関するロゴマークの決定及び荒川⽔系としての使用について

◆協議会結果
・「荒川⽔系（埼⽟ブロック）流域治⽔協議会」規約の合意・確定
・荒川⽔系（埼⽟ブロック）流域治⽔プロジェクトとりまとめ（案）及びロゴマーク決定への合意
〈協議会後、構成員に確認〉
・ロゴマークを荒川⽔系として使用することについて合意

荒川⽔系（埼⽟ブロック）
流域治⽔のロゴマーク構成員による事例紹介の様⼦

鴻巣市 原⼝市⻑ 吉⾒町 宮﨑町⻑

埼⽟森林管理事務所 熊谷地方気象台

ガイドライン（案）説明の様⼦ プロジェクトとりまとめ資料
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